
関連デバイス 16ビット 14ビット 12ビット 10ビット 8ビット 

ピンおよび 
機能互換 DAC8411 DAC8311 DAC7311 DAC6311 DAC5311

1.8V～5.5V、80µA、14/16ビット、低電力、
単チャネル D/Aコンバータ（SC70パッケージ）

特　長
● 相対精度：

— 1 LSB INL（DAC8311：14ビット）

— 4 LSB INL（DAC8411：16ビット）

● microPower動作：1.8Vで80µA
● パワーダウン：5Vで0.5µA、1.8Vで0.1µA
● 幅広い電源範囲：+1.8V ～ +5.5V

● ゼロスケールへのパワーオン･リセット

● ストレート･バイナリ･データ形式

● シュミット･トリガ入力の低電力シリアル･インター
フェイス：最大50MHz

● レール･ツー･レール出力のバッファ･アンプ内蔵

● SYNC割り込み機能

● 拡張温度範囲：–40°C ～ +125°C
● 小型の6ピンSC70パッケージで供給されるピン互
換ファミリー

アプリケーション
● 携帯用バッテリ駆動機器

● プロセス制御

● デジタル式ゲインおよびオフセット調整

● プログラマブル電圧/電流源

概　要
DAC8311（14ビット）およびDAC8411（16ビット）は、低電力、

単一チャネルの電圧出力D/Aコンバータ（DAC）です。優れた
直線性を持ち、コード間の過渡電圧が抑制されています。また、
ピン互換のファミリー内で容易にアップグレードできます。最
大50MHzのクロック速度で動作する多用途な3線式シリアル･
インターフェイスをこれらのデバイスは備えており、標準の
SPI™、QSPI™、Microwire™、およびデジタル信号処理プロセッ
サ（DSP）のインターフェイスと互換性があります。
すべてのデバイスは、外部電源をリファレンス電圧として出

力レンジを設定できます。内蔵のパワーオン･リセット（POR）回
路により、DAC出力は0Vで起動し、デバイスへの有効な書き込
みが行われるまでその状態を保持します。また、シリアル･イン
ターフェイス経由でアクセスできるパワーダウン機能により、
デバイスの消費電流がパワーダウン･モードで0.1µA（電源1.8V
時）まで低減されます。通常動作時の消費電力が低いため、携帯
用のバッテリ駆動機器に最適です。消費電力は5Vで0.55mWで
あり、パワーダウン･モードでは2.5µWまで低減されます。
これらのデバイスは、DAC5311、DAC6311、およびDAC7311

とピン互換であり、8/10/12ビットの分解能から14/16ビットへ
と容易にアップグレードできます。これらのデバイスは小型の
6ピンSC70パッケージで供給されます。このパッケージは、
–40°C～+125°Cの拡張温度範囲で、柔軟なピン/機能互換によ
る直接置換えをファミリー内で実現できます。
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絶対最大定格 (1)

(1)製品情報 

最大相対精度 
（LSB） 

最大微分非直線性 
（LSB） 

パッケージ-リード パッケージ･コード 規定温度範囲 
パッケージ 
捺印 

製品名 

DAC8411 ±8 ±2 SC70-6 DCK –40°C ～ 125°C D84

DAC8311 ±4 ±1 SC70-6 DCK –40°C ～ 125°C D83

（1）最新のパッケージ情報とご発注情報については、このデータシートの巻末にある「付録：パッケージ･オプション」を参照するか、 
 またはTIのWebサイト（www.ti.comまたはwww.tij.co.jp）をご覧ください。 

パラメータ   値 単位 
 AVDD ～ GND –0.3 ～ +6 V

デジタル入力電圧（対 GND） –0.3 ～ +AVDD +0.3 V

AVOUT（対 GND） –0.3 ～ +AVDD +0.3 V

動作温度範囲 –40 ～ +125 °C

保存温度範囲 
 

–65 ～ +150 °C

接合部温度（TJ max） +150 °C

消費電力 (TJ max – TA)/θJA

θJA、熱インピーダンス 250 °C/W

（1） 絶対最大定格以上のストレスを加えると、恒久的な損傷を製品に与えることがあります。絶対最大定格の状態に長時間置くと、 
 本製品の信頼性に影響を及ぼすことがあります。 

静電気放電対策
これらのデバイスは、限定的なESD（静電破壊）保護機能を

内蔵しています。保存時または取り扱い時に、MOSゲートに
対する静電破壊を防止するために、リード線どうしを短絡して
おくか、デバイスを導電性のフォームに入れる必要があります。
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電気的特性 

特に記述のない限り、AVDD = +1.8V～+5.5V、GNDにRL = 2kΩを接続、GNDにCL = 200pFを接続。 

DAC8411, DAC8311

パラメータ  測定条件 MIN TYP MAX 単位 

静的特性 (1)

分解能      ビット 16 ビット 

AVDD = 3.6V ～ 5V ±4 ±8コード485および64714を通る 
直線によって測定 

相対精度 LSBDAC8411 AVDD = 1.8V ～ 3.6V ±4 ±12

微分非直線性 ±0.5 ±2 LSB

分解能 14 ビット 

コード120および16200を通る直線によって測定 相対精度 ±1 ±4 LSBDAC8311
微分非直線性 ±0.125 ±1 LSB

オフセット誤差 2つのコードを通る直線によって測定 (2) ±0.05 ±4 mV

オフセット誤差ドリフト 3 µV/°C

ゼロコード誤差 DACレジスタにオール0をロード 0.2 mV

フルスケール誤差 DACレジスタにオール1をロード 0.04 0.2 %FSR

%FSRゲイン誤差 ±0.05 ±0.15

AVDD = +5V ±0.5 ppmFSR/ゲイン温度係数 
 

°CAVDD = +1.8V ±1.5

出力特性 (3)

出力電圧範囲 0 AVDD V

RL = 2kΩ、CL = 200pF、AVDD = 5V、1/4スケール～3/4スケール 6 10 µs
出力電圧セトリング･タイム 

RL = 2MΩ, CL = 470pF 12 µs

スルー･レート 0.7 V/µs

RL = ∞ 470 pF
容量性負荷安定度 

RL = 2kΩ 1000 pF

コード書き換えによるグリッチ･インパルス メジャー･キャリー付近の1LSBの変化 0.5 nV-s

デジタル･フィードスルー 0.5 nV-s

パワーオン･グリッチ･インパルス RL = 2kΩ, CL = 200pF, AVDD = 5V 17 mV

DC出力インピーダンス 0.5

AVDD = +5V 50 mA
短絡電流 

AVDD = +3V 20 mA

起動時間 パワーダウン･モードからの復帰 50 µ

Ω

s

AC特性 

SNR 88 dB

TA = +25°C、BW = 20kHz、16ビット･レベル、AVDD = 5V、 
fOUT = 1kHz、最初の19個の高調波を除いてSNRを計算 

THD –66 dB

SFDR 66 dB

SINAD 66 dB

TA = +25°C、ゼロスケール入力、fOUT = 1kHz、AVDD = 5V 17 nV/ Hz
DAC出力ノイズ密度 (4)

TA = +25°C、ミッドコード入力、fOUT = 1kHz、AVDD = 5V 110 nV/ Hz

DAC出力ノイズ (5) TA = +25°C、ミッドコード入力、0.1Hz ～ 10Hz、AVDD = 5V 3 µVpp

（1）485～64714（16ビット）および120～16200（14ビット）の縮小したコード範囲で直線性を計算、出力は無負荷。 
（2）コード485および64714（16ビット）またはコード120および16200（14ビット）を通る直線、出力は無負荷。 
（3）設計と特性により規定されていますが、出荷時試験は行っていません。 
（4）詳細については、図31を参照してください。 
（5）詳細については、図32を参照してください。 

√

√



4

DAC8411, DAC8311

MIN TYP MAX

ロジック入力 (6)

入力電流 ±1 µA

AVDD = +5V 0.8 V
VINL、入力“Low”電圧 

AVDD = +1.8V 0.5 V

AVDD = +5V 1.8 V
VINH、入力“High”電圧 

AVDD = +1.8V 1.1 V

ピン容量 1.5 3 pF

電源 

AVDD 1.8 5.5 V

AVDD = 3.6V～ 5.5V 110 160
VINH = AVDDおよびVINL = GND、 
ミッドスケール･コード 

通常モード AVDD = 2.7V～ 3.6V 95 150 µA(7)

AVDD = 1.8V～ 2.7V 80 140
IDD

AVDD = 3.6V～ 5.5V 0.5 3.5
VINH = AVDDおよびVINL = GND、 
ミッドスケール･コード 

すべての 
パワーダウン･モード 

AVDD = 2.7V～ 3.6V 0.4 3.0 µA

AVDD = 1.8V～ 2.7V 0.1 2.0

AVDD = 3.6V～ 5.5V 0.55 0.88
VINH = AVDDおよびVINL = GND、 
ミッドスケール･コード 

通常モード AVDD = 2.7V～ 3.6V 0.25 0.54 mW

AVDD = 1.8V～ 2.7V 0.14 0.38消費電力 
AVDD = 3.6V～ 5.5V 2.50 19.2

VINH = AVDDおよびVINL = GND、 
ミッドスケール･コード 

すべての 
パワーダウン･モード 

AVDD = 2.7V～ 3.6V 1.08 10.8 µW

AVDD = 1.8V～ 2.7V 0.72 8.1

温度範囲 

規定特性 –40 +125 °C

（6）設計と特性により規定されていますが、製品テストは行っていません。 
（7）詳細については、図12、図53、図83を参照してください。 

電気的特性 

特に記述のない限り、AVDD = +1.8V～+5.5V、GNDにRL = 2kΩを接続、GNDにCL = 200pFを接続。 

パラメータ  測定条件 単位 
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ピン 名称 説明 

レベル･トリガ制御入力（アクティブ･ロー）。これは、入力データのフレーム同期信号です。SYNCが“Low” 
になると、入力シフト･レジスタがイネーブルになり、以降のクロックの立ち下がりエッジでデータが取り 
込まれます。DACは、24番目（DAC8411）または16番目（DAC8311）のクロック･サイクルに続いて更新さ 
れます。ただし、そのエッジより前にSYNCが“High”になった場合は、SYNCの立ち上がりエッジが割 
り込みとして機能し、DAC8x11は書き込みシーケンスを無視します。詳細については、「DAC8311のSYNC 
割り込み」および「DAC8411のSYNC割り込み」を参照してください。 

1 SYNC

2 SCLK シリアル･クロック入力。データは最大50MHzでDACへ転送できます。 

シリアル･データ入力。シリアル･クロック入力の立ち下がりエッジで、データが24ビット（DAC8411） 
または16ビット（DAC8311）の入力シフト･レジスタに取り込まれます。 

3 DIN

4 AVDD/VREF 電源入力、+1.8V～5.5V

5 GND デバイス上の全回路に対するグランド基準点 

6 VOUT DACからのアナログ出力電圧。出力アンプはレール･ツー･レール出力です。 

ピン配置 

1

2

3

6

5

4

SYNC

SCLK

DIN

VOUT

GND

AV /VDD REF

DCK PACKAGE
SC70-6

(TOP VIEW)

表 1. ピン説明 
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タイミング条件 
特に記述のない限り、すべての仕様は、–40°C～+125°C、AVDD = +1.8V～+5.5Vでの値です。 

(1) (2)

パラメータ 測定条件 MIN TYP MAX 単位 

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 50
t1

(3) SCLK周期 ns
AVDD = 3.6V ～ 5.5V 20

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 25
t2 SCLK“High”パルス幅 ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 10

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 25
t3 SCLK“Low”パルス幅 ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 10

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 0
t4 SYNCからSCLK立ち上がりエッジまでのセットアップ･タイム ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 0

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 5
t5 データのセットアップ･タイム ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 5

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 4.5
t6 データのホールド･タイム ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 4.5

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 0
t7 SCLK立ち下がりエッジからSYNC立ち上がりエッジ ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 0

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 50
t8 SYNCの最小“High”パルス幅 ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 20

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 100
t9 16回目のSCLK立ち下がりエッジからSYNC立ち下がりエッジ ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 100

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 15SYNC立ち上がりエッジから16回目のSCLK立ち下がりエッジ t10 ns（SYNC割り込み成立） AVDD = 3.6V ～ 5.5V 15

（1）すべての入力信号は、tR = tF = 3ns（AVDDの10%～90%）で規定され、タイミングは電圧レベル（VIL + VIH）/2を基準としています。 
（2）「シリアル書き込み動作：14ビット」のタイミング図を参照してください。 
（3）最大SCLK周波数は、AVDD = 3.6V～5.5Vのとき50MHz、AVDD = 1.8V～3.6Vのとき20MHzです。 

シリアル書き込み動作：14ビット（DAC8311） 

SCLK 1 16

SYNC

DIN DB15 DB0 DB15

t10t6

t3
t2

t1

t7

t9

t5

t4

t8
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シリアル書き込み動作：16ビット（DAC8411） 

SCLK 1 24

SYNC

DIN DB23 DB0 DB23

t10t6

t3
t2

t1

t7

t9

t5

t4

t8

タイミング条件 
特に記述のない限り、すべての仕様は、–40°C～+125°C、AVDD = +1.8V～+5.5Vでの値です。 

(1) (2)

パラメータ 測定条件 MIN TYP MAX 単位 

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 50
t1

(3) SCLK周期 ns
AVDD = 3.6V ～ 5.5V 20

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 25
t2 SCLK“High”パルス幅 ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 10

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 25
t3 SCLK“Low”パルス幅 ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 10

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 0
t4 SYNCからSCLK立ち上がりエッジまでのセットアップ･タイム ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 0

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 5
t5 データのセットアップ･タイム ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 5

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 4.5
t6 データのホールド･タイム ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 4.5

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 0
t7 SCLK立ち下がりエッジからSYNC立ち上がりエッジ ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 0

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 50
t8 SYNCの最小“High”パルス幅 ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 20

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 100
t9 24番目のSCLK立ち下がりエッジからSYNC立ち下がりエッジ ns

AVDD = 3.6V ～ 5.5V 100

AVDD = 1.8V ～ 3.6V 15SYNC立ち上がりエッジから24番目のSCLK立ち下がりエッジ 
（SYNC割り込み有効条件） 

t10 ns
AVDD = 3.6V ～ 5.5V 15

（1）すべての入力信号は、tR = tF = 3ns（AVDDの10%～90%）で規定され、タイミングは電圧レベル（VIL + VIH）/2を基準としています。 
（2）「シリアル書き込み動作：16ビット」のタイミング図を参照してください。 
（3）最大SCLK周波数は、AVDD = 3.6V～5.5Vのとき50MHz、AVDD = 1.8V～3.6Vのとき20MHzです。 



8

代表的特性：AVDD = +5V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +5V、DACにミッドスケール･コードをロード。 
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代表的特性：AVDD = +5V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +5V、DACにミッドスケール･コードをロード。 
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代表的特性：AVDD = +5V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +5V、DACにミッドスケール･コードをロード。 
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代表的特性：AVDD = +5V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +5V、DACにミッドスケール･コードをロード。 
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代表的特性：AVDD = +5V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +5V、DACにミッドスケール･コードをロード。 
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代表的特性：AVDD = +5V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +5V、DACにミッドスケール･コードをロード。 

300

250

200

150

100

50

0
100k10 100 1k 10k

N
oi

se
(n

V
/

)
√H

z

Frequency (Hz)

AV = 5VDD

Midscale

Full Scale Zero Scale

DAC出力ノイズ密度　対　周波数 

図 31

V
N

O
IS

E
(1

V
/d

iv
)

µ

Time (2s/div)

3µVPP

AV = 5V,DD
DAC = Midscale, No Load

DAC出力ノイズ（0.1Hz～10Hz帯域幅） 

図 32

120

110

100

90

80

70
5.5002.725 3.650 4.5751.800

P
ow

er
-S

up
pl

y
C

ur
re

nt
(

A
)

µ

AV (V)DD

AV = 1.8V to 5.5VDD

電源電流　対　電源電圧 

図 33

0.4

0.3

0.2

0.1

0
5.5002.725 3.650 4.5751.800

Q
ui

es
ce

nt
C

ur
re

nt
(

A
)

µ

AV (V)DD

AV = 1.8V to 5.5VDD

パワーダウン電流　対　電源電圧 

図 34



14

100

90

80

70

60

50
655368192 16384 24576 32768 40960 49152 573440

P
ow

er
-S

up
pl

y
C

ur
re

nt
(

A
)

µ

Digital Input Code

AV = 3.6VDD

電源電流　対　デジタル入力コード 

図 35

140

130

120

110

100

90

80
125–40 –25 –10 5 20 35 50 65 80 95 110

P
ow

er
-S

up
pl

y
C

ur
re

nt
(

A
)

µ

Temperature ( C)°

AVDD = 3.6V

電源電流　対　温度 

図 36

1200

900

600

300

0
4.03.02.01.00 3.52.51.50.5

P
ow

er
-S

up
pl

y
C

ur
re

nt
(

A
)

µ

V (V)LOGIC

SYNC Input (all other digital inputs = GND)

Sweep from
0V to 3.6V

Sweep from
3.6V to 0V

電源電流　対　ロジック入力電圧 

図 37

1.2

0.8

0.4

0
125–40 –25 –10 5 20 35 50 65 80 95 110

Q
ui

es
ce

nt
C

ur
re

nt
(

A
)

µ

Temperature ( C)°

AVDD = 3.6V

パワーダウン電流　対　温度 

図 38

3.7

3.5

3.3

3.1

2.9

2.7

2.5
1086420

A
na

lo
g

O
ut

pu
t V

ol
ta

ge
(V

)

I (mA)SOURCE

AV = 3.6VDD
DAC Loaded with FFFFh

正のレールにおけるソース電流 

図 39

0.6

0.4

0.2

0
1086420

A
na

lo
g

O
ut

pu
t V

ol
ta

ge
(V

)

I (mA)SINK

AV = 3.6VDD
DAC Loaded with 0000h

負のレールにおけるシンク電流 

図 40

代表的特性：AVDD = +3.6V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +3.6V。 
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代表的特性：AVDD = +3.6V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +3.6V。 
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代表的特性：AVDD = +2.7V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +2.7V。 
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DAC8311の14ビット直線性誤差および 
微分直線性誤差 　対　コード（+25°C） 
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代表的特性：AVDD = +2.7V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +2.7V。 
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代表的特性：AVDD = +2.7V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +2.7V。 
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代表的特性：AVDD = +2.7V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +2.7V。 
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代表的特性：AVDD = +2.7V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +2.7V。 
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代表的特性：AVDD = +1.8V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +1.8V。 
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代表的特性：AVDD = +1.8V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +1.8V。 
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代表的特性：AVDD = +1.8V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +1.8V。 
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代表的特性：AVDD = +1.8V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +1.8V。 
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代表的特性：AVDD = +1.8V 
特に記述のない限り、TA = +25°C、AVDD = +1.8V。 
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動作原理

DAC部
DAC8311およびDAC8411は、TI独自のHPA07プロセス技術を

使用して製造されています。アーキテクチャは、ストリング型
DACと、それに続く出力バッファ･アンプから構成されていま
す。リファレンス入力ピンはないため、電源（AVDD）がリファ
レンスとして機能します。図102に、DACアーキテクチャのブ
ロック図を示します。

DAC8311およびDAC8411の入力コーディングはストレート･
バイナリであり、理想的な出力電圧は次の式で与えられます。

ここで
n = 分解能。14（DAC8311）または16（DAC8411）ビットです。
D = DACレジスタにロードされるバイナリ･コードに等価な
10進数。14ビットのDAC8311では0～16,383、16ビットの
DAC8411では0～65,535となります。

抵抗ストリング
図103に、抵抗ストリング部を示します。これは単純に、そ

れぞれ値Rを持つ抵抗の列です。DACレジスタにロードされた
コードに応じて、ストリングをアンプに接続するスイッチの1つ
が閉じられ、ストリング上の該当するノードの電圧が出力アン
プに印加されます。これは抵抗の列であるため、電圧は単調に
変化します。

出力アンプ
出力バッファ･アンプは、0V～AVDDの出力範囲で、レール･

ツー･レール電圧を出力することができます。GNDに対して
2kΩおよび1000pFの並列負荷を駆動可能です。出力アンプのソー
スおよびシンク能力は、各デバイスの「代表的特性」に示され
ています。スルー･レートは0.7V/µsであり、出力無負荷時のハー
フスケール･セトリング･タイムは標準6µsです。

REF (+)

Resistor StringDAC Register

GND

Output
Amplifier

VOUT

AVDD

図 102. DAC8x11のアーキテクチャ 

VOUT = AVDD × D
2n

図 103. 抵抗ストリング 
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最後のデータ･ビットが取り込まれた時点で、SYNCライン
は“Low”に保持するか、または“High”に設定できます。い
ずれの場合も、SYNCの立ち下がりエッジで次の書き込みシー
ケンスを開始できるよう、次の書き込みシーケンスの前に最低
20ns以上“High”にする必要があります。このように、SYNC
は次の書き込みシーケンスの前で必ず“High”にしなければ
なりません。

DAC8311のSYNC割り込み

通常の書き込みシーケンスを行なうには、最低16個のSCLK
の立ち下がりエッジの間、SYNCラインを“Low”に保持しま
す。16番目の立ち下がりエッジでDACが更新されます。もし、
16番目の立ち下がりエッジより前にSYNCを“High”にすると、
書き込みシーケンスに対する割り込みとして機能します。シフ
ト･レジスタはリセットされ、書き込みシーケンスは無効とみ
なされます。DACレジスタの内容は更新されず、動作モードも
変化しません（図104を参照）。

27

シリアル･インターフェイス
（14ビット、DAC8311）
DAC8311は、SPI、QSPI、Microwireの各インターフェイス

規格およびほとんどのDSPと互換性のある、3線式シリアル･イン
ターフェイス（SYNC、SCLK、DIN）を備えています。標準的
な書き込みシーケンスの例については、「シリアル書き込み動
作：14ビット」のタイミング図を参照してください。

DAC8311の入力シフト･レジスタ

表2に示すように、入力シフト･レジスタは16ビット幅です。
最初の2ビット（PD0およびPD1）は予約済みの制御ビットであ
り、表4に示すように目的の動作モード（通常モード、または3
つのパワーダウン･モードのいずれか）を設定します。
書き込みシーケンスは、SYNCラインを“Low”にすること

で開始されます。SCLKの各立ち下がりエッジで、DINライン
からのデータが16ビット･シフト･レジスタに取り込まれます。
シリアル･クロック周波数は最大50MHzに設定でき、DAC8311
は高速DSPにも対応可能です。シリアル･クロックの16番目の
立ち下がりエッジで、最後のデータ･ビットが取り込まれ、プ
ログラミングされた機能が実行されます。

図 104. DAC8311のSYNC割り込み機能 

表 2. DAC8311のデータ入力レジスタ 

DB15 DB14 DB0

PD1 PD0 D13 D12 D11 D10 D9 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

Invalid Write Sequence:
HIGH before 16th Falling EdgeSYNC

Valid Write Sequence:
Output Updates on 16th Falling Edge

CLK

SYNC

DIN DB15 DB0 DB15 DB0
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シリアル･インターフェイス
（16ビット、DAC8411）
DAC8411は、SPI、QSPI、Microwireの各インターフェイス

規格およびほとんどのDSPと互換性のある、3線式シリアル･イン
ターフェイス（SYNC、SCLK、DIN）を備えています。標準的
な書き込みシーケンスの例については、「シリアル書き込み動
作：16ビット」のタイミング図を参照してください。

DAC8411の入力シフト･レジスタ

表3に示すように、入力シフト･レジスタは24ビット幅です。
最初の2ビットは予約済みの制御ビット（PD0およびPD1）であ
り、表4に示すように目的の動作モード（通常モード、または3つ
のパワーダウン･モードのいずれか）を設定します。最後の6ビッ
トは“don't care”です。
書き込みシーケンスは、SYNCラインを“Low”にすること

で開始されます。SCLKの各立ち下がりエッジで、DINライン
からのデータが24ビット･シフト･レジスタに取り込まれます。
シリアル･クロック周波数は最大50MHzに設定でき、高速DSP
にも対応可能です。シリアル･クロックの18番目の立ち下がり
エッジで、最後のデータ･ビットが取り込まれ、プログラミン
グされた機能が実行されます。最後の6ビットは“don't care”
です。

最後のデータ･ビットが取り込まれた時点で、SYNCライン
は“Low”に保持するか、または“High”に設定できます。い
ずれの場合も、SYNCの立ち下がりエッジで次の書き込みシー
ケンスを開始できるよう、次の書き込みシーケンスの前に最低
20ns以上“High”にする必要があります。このように、SYNC
は次の書き込みシーケンスの前で必ず“High”にしなければ
なりません。
最後の6ビットは“don't care”であるため、SYNCラインは

18ビット目がクロック･インされた後で“High”にすることが
できます。

DAC8411のSYNC割り込み

通常の書き込みシーケンスを行なうには、24個のSCLKの立
ち下がりエッジの間、SYNCラインを“Low”に保持します。
18番目の立ち下がりエッジでDACが更新されます。最後の6個
の“don't care”ビットは無視されます。もし、18番目の立ち下
がりエッジより前にSYNCを“High”にすると、書き込みシー
ケンスに対する割り込みとして機能します。シフト･レジスタ
はリセットされ、書き込みシーケンスは無効とみなされます。
DACレジスタの内容は更新されず、動作モードも変化しません
（図105を参照）。

CLK

SYNC

DIN

Valid Write Sequence:
Output/Mode Updates on the 18th or 24th Falling Edge

18th Falling Edge 18th/24th Falling Edge

DB23

Invalid/Interrupted Write Sequence:
Output/Mode Does Not Update on the 18th Falling Edge

DB6 DB5 DB0 DB23 DB6 DB5 DB0

18 2418 24

DB23 DB7 DB6 DB5 DB0

PD1 PD0 D15 D14 D13 D12 D11 D10 D9 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 X X X X X X

図 105. DAC8311のSYNC割り込み機能 

表 3. DAC8311のデータ入力レジスタ 
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ゼロスケールへのパワーオン･リセット
DAC8x11には、電源投入時の出力電圧を制御するパワーオン･

リセット回路が備えられています。電源投入時、DACレジスタ
には0が格納され、出力電圧は0Vです。DACに対して有効な書
き込みシーケンスが行われるまで、DACレジスタはこの状態を
保持します。この機能は、電源投入プロセス中にDACの出力状
態を知る必要があるようなアプリケーションで有用です。
発生するパワーオン･グリッチ･インパルスは、標準でわずか

17mVです（図29、図70、または図100を参照）。

パワーダウン･モード
DAC8x11には、4つの異なる動作モードがあります。これら

のモードは、制御レジスタの2つのビット（PD1、PD0）を設定
することでプログラミングできます。表4に、ビットの状態と
デバイスの動作モードの関係を示します。

両方のビットが0に設定されている場合、デバイスは通常動
作となり、1.8Vで標準80µAの電力を消費電します。3つのパワー
ダウン･モードでは、標準消費電流が5Vで0.5µA、3Vで0.4µA、
1.8Vで0.1µAに低下します。消費電流が低下するだけでなく、
アンプの出力も既知の値の内部抵抗ネットワークへと切り替え
られます。このアーキテクチャの利点は、パワーダウン･モード
中でもデバイスの出力インピーダンスが既知であることです。

これには3つの異なるオプションがあります。出力を、内部で
1kΩまたは100kΩの抵抗を介してGNDに接続するか、またはオー
プン（High-Z）にするかです。出力段については、図106を参照
してください。

パワーダウン･モードに入ると、すべてのリニア回路がシャッ
トダウンされます。ただし、DACレジスタの内容はパワーダウン
中も保持されます。パワーダウン･モードからの復帰時間は、
AVDD = 5VおよびAVDD = 3Vの場合、標準で50µsです。詳細に
ついては、各デバイスの「代表的特性」を参照してください。

DACのノイズ特性
DAC8x11の標準的なノイズ特性を図31および図32に示しま

す。図31には、周波数に対するVOUTピンの出力ノイズ･スペク
トル密度を、フルスケール、ミッドスケール、およびゼロス
ケールの入力コードについて示しています。ミッドスケール･
コードに対するノイズ密度は、1kHzおよび1MHzで標準
110nV/√Hzです。

PD1 PD0 動作モード 

0 0 通常動作 

パワーダウン･モード 

0 1 出力とGND間に1kΩ

1 0 出力とGND間に100kΩ

1 1 High-Z

表 4. DAC8x11の動作モード 

図 106. パワーダウン中の出力段 

Resistor
String DAC

Amplifier

Power-down
Circuitry

Resistor
Network

VOUT
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アプリケーション情報

DAC8x11の電源としてREF5050を使用
DAC8x11では必要な電源電流が極めて低いため、オプション

として、図107に示すように、REF5050 +5V高精度電圧リファ
レンスを使用してデバイスに必要な電圧を供給することもでき
ます。このオプションは、電源にノイズが多い場合や、システ
ム電源電圧が5V以外の値である場合などに特に便利です。
REF5050は、DAC8x11に対して安定した電源電圧を出力します。
REF5050を使用した場合、DAC8x11に供給する必要のある電流
は、DACの出力が無負荷の状態で、標準110µA（5V）です。
DAC出力に負荷を接続した場合、REF5050は負荷にも電流を供
給する必要があります。必要な合計電流（DAC出力に5kΩ負荷
を接続した場合）は、次のようになります。

REF5050のロード･レギュレーションは標準で0.002％/mAであ
り、1.11mAの電流を供給した場合の誤差は90µVとなります。こ
の値は、16ビット（DAC8411）では1.1LSBの誤差に相当します。

他の電源電圧に対しては、REF3030（3V）、REF3033（3.3V）、
REF3220（2.048V）などのリファレンスを推奨します。TIから提供
されているすべての電圧リファレンスのリストについては、TI
のWebサイト（www.ti.com）を参照してください。

REF5050

DAC8x11

+5V

110 Aµ

VOUT = 0V to 5VSYNC

SCLK

DIN

+5.5V

Three-Wire
Serial

Interface

1 Fµ

図 107. REF5050をDAC8x11の電源として使用 

110µA =+ /5V 5kΩ)( 1.11mA

DAC8x11を使用したバイポーラ動作
DAC8x11は、単一電源動作用に設計されていますが、図108に

示す回路を使用して、バイポーラ出力範囲を実現することもで
きます。この回路では、出力電圧範囲が±5Vとなります。
OPA211、OPA340、またはOPA703を出力アンプとして使用する
ことにより、レール･ツー･レール出力を実現できます。TIから
提供されているすべてのオペアンプのリストについては、TIの
Webサイト（www.ti.com）を参照してください。
与えられた入力コードに対する出力電圧は、次の式で計算で

きます。

ここで
n = 分解能。14（DAC8311）または16（DAC8411）ビットです。
D = 入力コードを10進数で表した値。0～16,383（DAC8311）
または0～65,535（DAC8411）です。
AVDD = 5V、R1 = R2 = 10kΩの場合は、次のようになります。

この出力範囲は ±5Vであり、0000h（16ビット･レベル）が –5V
出力、FFFFh（16ビット･レベル）が+5V出力に対応します。

VO = AVDD × × ×( (() ))D
2n

R1 + R2
R1

– AVDD
R2
R1

(1)

VO = –( )10 × D
2n 5V (2)

DAC8x11AVDD

VOUT

R
10kΩ

2+5V

±5V

+5.5V

OPA211

10 Fµ 0.1 Fµ

Three-Wire
Serial

Interface

5.5V

R
10kΩ

1

図 108. DAC8x11のバイポーラ動作 
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マイクロプロセッサとのインターフェイス
DAC8x11から8051へのインターフェイス

図109に、DAC8x11から標準的な8051タイプのマイクロコン
トローラへのシリアル･インターフェイスを示します。このイン
ターフェイスの構成は次のとおりです。8051のTXDが
DAC8x11のSCLKを駆動し、RXDでDACへシリアル･データを
送信します。SYNC信号は、ポート上のビット･プログラマブ
ルなピンから供給されます。この例では、ポートP3.3を使用し
ています。DAC8x11にデータを送信するときには、P3.3を
“Low”にします。8051は8ビットのみでデータを送信するため、
送信サイクルでは立ち下がりクロック･エッジが8回しか発生し
ません。DACにデータをロードするために、最初の8ビットの送
信後もP3.3は“Low”に維持します。その後、データの2番目の
バイトを送信するために次の書き込みサイクルを開始します。
この書き込みサイクルの完了後、P3.3を“High”にします。
8051は、シリアル･データをLSBファースト形式で出力します。
一方、DAC8x11はMSBファーストです。したがって、8051の
送信ルーチンではこの要件を考慮し、データの順序を逆転させ
る必要があります。

DAC8x11からMicrowireへのインターフェイス

図110は、DAC8x11と任意のMicrowire互換デバイスとの間の
インターフェイスを示しています。シリアル･クロックの立ち
下がりエッジでシリアル･データがシフト･アウトされ、SK信
号の立ち上がりエッジでDAC8x11に取り込まれます。

DAC8x11から68HC11へのインターフェイス

図111に、DAC8x11と68HC11マイクロコントローラとの間の
シリアル･インターフェイスを示します。68HC11のSCKが
DAC8x11のSCLKを駆動し、MOSI出力でDACのシリアル･デー
タを送信します。8051の場合と同様に、SYNC信号はポート
（PC7）から供給しています。

68HC11では、CPOLビットを‘0’およびCPHAビットを‘1’
に設定する必要があります。この設定により、MOSIの出力デー
タがSCKの立ち下がりエッジで有効になります。DACにデータを
送信するときには、SYNCライン（PC7）を“Low”にします。
68HC11からのシリアル･データは8ビットで送信されるため、
送信サイクルでは立ち下がりクロック･エッジが8回しか発生し
ません。データは、MSBファーストで送信されます。
DAC8x11にデータをロードするために、最初の8ビットの送信
後PC7は“Low”に維持します。その後、DACに対して2回目
の書き込み動作を行います。この手順の終了後、PC7を“High”
にします。

80C51/80L51(1)

P3.3

TXD

RXD

DAC8x11(1)

SYNC

SCLK

DIN

図 109. DAC8x11から80C51/80L51へのインターフェイス 

注：（1）他のピンは省略しています。 

SYNC

SCLK

DIN

Microwire

CS

SK

SO

DAC8x11(1)

図 110. DAC8x11からMicrowireへのインターフェイス 

注：（1）他のピンは省略しています。 

68HC11(1)

PC7

SCK

MOSI

SYNC

SCLK

DIN

DAC8x11(1)

図 111. DAC8x11から68HC11へのインターフェイス 

注：（1）他のピンは省略しています。 
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レイアウト
高精度のアナログ部品に対しては、注意深いレイアウトと、

適切なバイパス、およびクリーンで十分にレギュレーションさ
れた電源が必要となります。
DAC8x11は単一電源動作が可能であり、多くの場合、デジ

タル･ロジック、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、
デジタル信号プロセッサの近くで使用されます。周辺に多くの
デジタル･ロジックが配置され、スイッチングが高速になると、
それだけコンバータの性能を引き出すことが難しくなります。
DAC8x11はグランド･ピンが1本であるため、デジタルおよびア

ナログ･リターン電流を含むすべてのリターン電流がGNDピンを
通って流れます。理想的には、GNDピンをアナログ用グラン
ド･プレーンに直接接続します。デジタルのリターン電流を混
入させないため、このプレーンは、システムの電源入力ポイン
トまで、デジタル部品のグランド配線から分離されている必要
があります。
AVDDに印加する電源は、適切にレギュレーションされ、低

ノイズである必要があります。スイッチング電源やDC/DCコン
バータの場合、出力電圧に高周波グリッチやスパイクが見られ
ることが多くあります。また、デジタル部品はその内部ロジッ
ク状態が変化するときに、同様な高周波スパイクを発生させる
場合があります。このノイズは、電源配線とアナログ出力との
間のさまざまな経路を通じてDACの出力電圧に容易にカップ
リングされます。この状況は、電源電圧がDACのリファレン
ス電圧も兼ねているDAC8x11では特に発生しやすくなります。
GND配線と同様に、AVDDを接続する+5V電源プレーンまた

はパターンは、電源入力ポイントに接続されるまでデジタル･
ロジックの配線から分離されている必要があります。それに加
えて、1µF～10µF、および0.1µFのバイパス･コンデンサを使用
することを強く推奨します。状況によっては、さらにバイパス
が必要な場合もあります。100µFの電解コンデンサや、場合に
よってはインダクタとコンデンサで構成されるπフィルタが必要
になります。基本的に、これらはすべて+5V電源から高周波ノイ
ズを排除するためのローパス･フィルタとして使用されます。

パラメータの定義
製品データシートには多様な仕様が含まれ複雑さが増してい

るため、ここでは、D/Aコンバータに関連する主要な仕様につ
いてまとめています。

静的特性
静的特性パラメータには、微分非直線性（DNL）や積分非直

線性（INL）などの仕様が含まれます。これらはDC仕様であり、
DACの精度に関する情報を提供します。これらのパラメータは、
信号が低速で変化し、正確さが要求されるアプリケーションで
最も重要となります。

分解能

一般に、DACの分解能はいくつかの異なる形式で表現できま
す。IEC 60748-4などの仕様では、数値分解能、アナログ分解
能、および相対分解能が使用されます。数値分解能は、伝達特
性の全ステップ数を表現するために必要な、選択された記数法
の桁数として定義されます。ここでステップは、デジタル入力
コードおよびそれに対応する離散アナログ出力値の両方を表し
ます。データシートに記載される最も一般的な分解能の定義は、
ビットで表現された数値分解能です。

最下位ビット（LSB）

最下位ビット（LSB）は、2進符号化システムにおける最小の
値として定義されます。LSBの値は、フルスケール出力電圧を
2nで割ることにより求められます。ここでnはコンバータの分
解能です。

最上位ビット（MSB）

最上位ビット（MSB）は、2進符号化システムにおける最大の
値として定義されます。MSBの値は、フルスケール出力電圧を
2で割ることにより求められます。つまり、フルスケールの1/2
となります。
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相対精度または積分非直線性（INL）

相対精度または積分非直線性（INL）は、実際の伝達関数と、
理想的なDAC伝達関数の端点間を通る直線との、最大偏差とし
て定義されます。INLはLSB単位で測定されます。

微分非直線性（DNL）

微分非直線性（DNL）は、理想的な1LSBステップからの実際
のLSBステップの最大偏差として定義されます。理想的には、
任意の2つの隣接するデジタル･コードが、正確に1LSBだけ離
れた出力アナログ電圧に対応します。DNLが ±1LSB以内の場
合、DACは“単調”となります。

フルスケール誤差

フルスケール誤差は、DACレジスタにフルスケール･コード
（0xFFFF）をロードしたときの、理想的な出力電圧に対する実
際のフルスケール出力電圧の偏差として定義されます。理想的
には、出力は（VDD – 1LSB）となります。フルスケール誤差は、
フルスケール･レンジに対するパーセンテージ（％FSR）で表さ
れます。

オフセット誤差

オフセット誤差は、伝達関数の直線領域における実際の出力
電圧と理想的な出力電圧の差として定義されます。この差は、
2つのコード（例えば、16ビット分解能の場合、コード485およ
び64714）で定義される直線を使って求められます。オフセット
誤差は直線によって定義されるため、負または正の値を持ちま
す。オフセット誤差の単位はmVです。

ゼロコード誤差

ゼロコード誤差は、DACレジスタにオール‘0’がロードさ
れたときのDAC出力電圧として定義されます。ゼロコード誤差
は、実際の出力電圧と理想的な出力電圧（0V）との差を示すも
のです。単位はmVです。この誤差は、主に出力アンプのオフ
セットによって生じます。

ゲイン誤差

ゲイン誤差は、理想的な伝達関数からの実際のDAC伝達特性
勾配の偏差として定義されます。ゲイン誤差は、フルスケー
ル･レンジに対するパーセンテージ（％FSR）で表されます。

フルスケール誤差ドリフト

フルスケール誤差ドリフトは、温度の変化によって生じるフ
ルスケール誤差の変化として定義されます。単位は％FSR/°C
です。

オフセット誤差ドリフト

オフセット誤差ドリフトは、温度の変化によって生じるオフ
セット誤差の変化として定義されます。単位はµV/°Cです。

ゼロコード誤差ドリフト

ゼロコード誤差ドリフトは、温度の変化によって生じるゼロ
コード誤差の変化として定義されます。単位はµV/°Cです。

ゲイン温度係数

ゲイン温度係数は、温度の変化によって生じるゲイン誤差の
変化として定義されます。ゲイン温度係数は、FSR/°Cのppm
で表されます。

電源除去比（PSRR）

電源除去比（PSRR）は、DACのフルスケール出力時の、電源
電圧の変化に対する出力電圧の変化の比として定義されます。
デバイスのPSRRは、DACの出力が電源電圧の変化によってど
の程度影響を受けるかを示します。PSRRの単位はデシベル
（dB）です。

単調性

単調性は、アナログ出力の増減が単調な勾配として定義され
ます。DACが単調である場合、入力コードの各増加（または減
少）ステップに対して、出力は常に同じ方向に変化するか、また
は少なくとも一定に保持されます。

ダイナミック特性
ダイナミック特性パラメータは、セトリング･タイムやス

ルー･レートなどの仕様であり、信号が高速で変化するアプリ
ケーションや高周波信号が存在するアプリケーションで重要
です。

スルー･レート

アンプまたは他の電子回路の出力スルー･レート（SR）は、
あらゆる入力信号に対する出力電圧の最大変化率として定義さ
れます。

ここで∆VOUT(t)は、アンプから生成される出力で、時間tの
関数です。

出力電圧セトリング･タイム

セトリング･タイムは、入力の変化後に、DAC出力がその最
終値の特定の誤差幅以内まで安定するのにかかる合計時間（ス
ルー時間を含む）です。セトリング･タイムは、フルスケール･
レンジ（FSR）の±0.003％以内（または他の指定された値）として
規定されています。

SR = max
∆V (t)OUT

∆t
(3)
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コード変化/デジタル-アナログ･グリッチ･エネルギー

デジタル-アナログ･グリッチ･インパルスは、DACレジスタ
内の入力コードの状態が変化したときに、アナログ出力に注入
されるインパルスです。これは通常、ナノボルト秒（nV-s）単位
のグリッチ面積として表され、デジタル入力コードがメジャー･
キャリー遷移時に1LSB変化するときに測定されます。

デジタル･フィードスルー

デジタル･フィードスルーは、DACの出力に見られるDACの
デジタル入力からのインパルスとして定義されます。これは、
DAC出力が更新されないときに測定されます。単位はnV-sであ
り、データ･バス上でのフルスケールのコード変化、つまりオー
ル‘0’からオール‘1’（またはその逆）のときに測定されます。

チャネル間DCクロストーク

チャネル間DCクロストークは、1つのDACチャネルの出力の
変化に対する、別のDACチャネルの出力レベルのDC変化とし
て定義されます。これは、一方のDACチャネルをミッドスケー
ルに保持しながら、他のDACチャネルにフルスケール出力変
化を与えることで測定されます。単位はLSBです。

チャネル間ACクロストーク

マルチチャネルDACのACクロストークは、あるチャネルの
出力値が周波数fで変化したときに隣接チャネルの出力に現れ
る、周波数f（およびその高調波）のAC干渉量として定義されま
す。これは、あるチャネルの出力を周波数1kHzの正弦波で振
らさせながら、隣接DACチャネル出力（ゼロスケールに保持）
上の1kHz高調波の振幅を監視することで測定されます。単位
はdBです。

信号対雑音比（SNR）

信号対雑音比（SNR）は、出力信号の実効値（RMS）とDACサン
プリング･レートの1/2の周波数帯域幅に含まれる全雑音の実効
値との比として定義されます（信号のDC成分と高調波成分を除
く）。単位はdBです。

全高調波歪（THD）

全高調波歪 + ノイズは、基本周波数の値に対する、高調波と
ノイズのRMS値の比として定義されます。これは、サンプリン
グ･レートがfSのときの基本周波数振幅に対するパーセンテー
ジで表されます。

スプリアスフリー･ダイナミック･レンジ（SFDR）

スプリアスフリー･ダイナミック･レンジ（SFDR）は、スプリ
アス･ノイズによって基本波信号が干渉を受けたり歪んだりす
ることのないDACのダイナミック･レンジです。SFDRは、DC
からフル･ナイキスト帯域幅（DACサンプリング･レートの1/2、
つまりfS/2）までの高調波または非高調波の最大スパーの振幅
と、基本波の振幅との差を表します。スパーとは、スペクト
ル･アナライザまたはフーリエ変換で確認される、DACのアナ
ログ出力の任意の周波数成分です。SFDRは、dBc（搬送波に対
するdB）単位で表されます。

信号対雑音 + 歪（SINAD）

SINADでは、内部のランダム･ノイズ電力の量子化に加えて、
すべての高調波および顕著なスプリアス成分が、出力ノイズ電
力の定義に含まれます。SINADは、指定された入力周波数およ
びサンプリング･レートfSにおけるdBとして表されます。

DAC出力ノイズ密度

出力ノイズ密度は、内部で発生したランダム･ノイズとして
定義されます。ランダム･ノイズは、スペクトル密度（nV/√Hz）
として定義されます。この値は、DACをミッドスケールに設定
して出力のノイズを測定することにより得られます。

DAC出力ノイズ

DAC出力ノイズは、DAC出力における目的の値からのあら
ゆる電圧偏差として定義されます（特定の周波数帯域内で）。こ
の値は、DACチャネルをミッドスケールに保持しながら、出力
電圧を0.1Hz～10Hzの帯域内にフィルタリングし、その振幅ピー
クを測定することで得られます。DAC出力ノイズはピーク･ツー･
ピーク電圧（Vpp）で表されます。

フルスケール範囲（FSR）

フルスケール範囲（FSR）は、DACが提供するよう規定されて
いる最大アナログ出力値と最小アナログ出力値との差です。一般
には、最大値と最小値も規定されます。nビットDACの場合、
これらの値は通常、コード0および2n – 1に一致する値として与
えられます。
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Orderable Device Status (1) Package
Type

Package
Drawing

Pins Package
Qty

Eco Plan (2) Lead/Ball Finish MSL Peak Temp (3)

DAC8311IDCKR ACTIVE SC70 DCK 6 3000 Green (RoHS &
no Sb/Br)

CU NIPDAU Level-1-260C-UNLIM

DAC8311IDCKRG4 ACTIVE SC70 DCK 6 3000 Green (RoHS &
no Sb/Br)

CU NIPDAU Level-1-260C-UNLIM

DAC8311IDCKT ACTIVE SC70 DCK 6 250 Green (RoHS &
no Sb/Br)

CU NIPDAU Level-1-260C-UNLIM

DAC8311IDCKTG4 ACTIVE SC70 DCK 6 250 Green (RoHS &
no Sb/Br)

CU NIPDAU Level-1-260C-UNLIM

DAC8411IDCKR ACTIVE SC70 DCK 6 3000 Green (RoHS &
no Sb/Br)

Call TI Level-1-260C-UNLIM

DAC8411IDCKRG4 ACTIVE SC70 DCK 6 3000 Green (RoHS &
no Sb/Br)

Call TI Level-1-260C-UNLIM

DAC8411IDCKT ACTIVE SC70 DCK 6 250 Green (RoHS &
no Sb/Br)

Call TI Level-1-260C-UNLIM

DAC8411IDCKTG4 ACTIVE SC70 DCK 6 250 Green (RoHS &
no Sb/Br)

Call TI Level-1-260C-UNLIM

パッケージ情報
製品情報

(1) マーケティング･ステータスは次のように定義されています。

ACTIVE：製品デバイスが新規設計用に推奨されています。

LIFEBUY：TIによりデバイスの生産中止予定が発表され、ライフタイム購入期間が有効です。

NRND：新規設計用に推奨されていません。デバイスは既存の顧客をサポートするために生産されていますが、TIでは新規設計にこの部品を使用することを推奨
していません。

PREVIEW：デバイスは発表済みですが、まだ生産が開始されていません。サンプルが提供される場合と、提供されない場合があります。

OBSOLETE：TIによりデバイスの生産が中止されました。
(2) エコ･プラン - 環境に配慮した製品分類プランであり、Pb-Free（RoHS）、Pb-Free（RoHS Expert）およびGreen（RoHS & no Sb/Br）があります。最新情報およ
び製品内容の詳細については、http://www.ti.com/productcontentでご確認ください。

TBD：Pb-Free/Green変換プランが策定されていません。

Pb-Free (RoHS)：TIにおける“Lead-Free”または“Pb-Free”（鉛フリー）は、6つの物質すべてに対して現在のRoHS要件を満たしている半導体製品を意味しま
す。これには、同種の材質内で鉛の重量が0.1％を超えないという要件も含まれます。高温で半田付けするように設計されている場合、TIの鉛フリー製品は指定
された鉛フリー･プロセスでの使用に適しています。

Pb-Free (RoHS Exempt)：この部品は、1）ダイとパッケージの間に鉛ベースの半田バンプ使用、または 2）ダイとリードフレーム間に鉛ベースの接着剤を使用、
が除外されています。それ以外は上記の様にPb-Free（RoHS）と考えられます。

Green (RoHS & no Sb/Br)：TIにおける“Green”は、“Pb-Free”（RoHS互換）に加えて、臭素（Br）およびアンチモン（Sb）をベースとした難燃材を含まない（均質
な材質中のBrまたはSb重量が0.1％を超えない）ことを意味しています。
(3) MSL、ピーク温度 -- JEDEC業界標準分類に従った耐湿性レベル、およびピーク半田温度です。

重要な情報および免責事項：このページに記載された情報は、記載された日付時点でのTIの知識および見解を表しています。TIの知識および見解は、第三者に
よって提供された情報に基づいており、そのような情報の正確性について何らの表明および保証も行うものではありません。第三者からの情報をより良く統合
するための努力は続けております。TIでは、事実を適切に表す正確な情報を提供すべく妥当な手順を踏み、引き続きそれを継続してゆきますが、受け入れる部
材および化学物質に対して破壊試験や化学分析は実行していない場合があります。TIおよびTI製品の供給者は、特定の情報を機密情報として扱っているため、
CAS番号やその他の制限された情報が公開されない場合があります。

TIは、いかなる場合においても、かかる情報により発生した損害について、TIがお客様に1年間に販売した本書記載の問題となった TIパーツの購入価格の合計金
額を超える責任は負いかねます。
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*All dimensions are nominal

Device Package
Type

Package
Drawing

Pins SPQ Reel
Diameter

(mm)

Reel
Width

W1 (mm)

A0 (mm) B0 (mm) K0 (mm) P1
(mm)

W
(mm)

Pin1
Quadrant

DAC8311IDCKR SC70 DCK 6 3000 177.8 9.7 2.3 2.52 1.2 4.0 8.0 Q3

DAC8311IDCKT SC70 DCK 6 250 177.8 9.7 2.3 2.52 1.2 4.0 8.0 Q3

DAC8411IDCKR SC70 DCK 6 3000 177.8 9.7 2.3 2.52 1.2 4.0 8.0 Q3

DAC8411IDCKT SC70 DCK 6 250 177.8 9.7 2.3 2.52 1.2 4.0 8.0 Q3

テープおよびリール･ボックス情報 

REEL DIMENSIONS TAPE DIMENSIONS

QUADRANT ASSIGNMENTS FOR PIN 1 ORIENTATION IN TAPE

Pocket Quadrants

Reel
Diameter

Reel Width (W1)

User Direction of Feed

Q1 Q2 Q1 Q2

Q3 Q4 Q3 Q4

K0

A0

B0

P1

Cavity

A0
B0
K0
W
P1

Dimension designed to accommodate the component width
Dimension designed to accommodate the component length
Dimension designed to accommodate the component thickness
Overall width of the carrier tape
Pitch between successive cavity centers

Sprocket Holes

W

パッケージ･マテリアル情報
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*All dimensions are nominal

Device Package Type Package Drawing Pins SPQ Length (mm) Width (mm) Height (mm)

DAC8311IDCKR SC70 DCK 6 3000 184.0 184.0 50.0

DAC8311IDCKT SC70 DCK 6 250 184.0 184.0 50.0

DAC8411IDCKR SC70 DCK 6 3000 184.0 184.0 50.0

DAC8411IDCKT SC70 DCK 6 250 184.0 184.0 50.0

TAPE AND REEL BOX DIMENSIONS 

パッケージ･マテリアル情報
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A.  寸法はすべてミリメートルです。 
B.  本図は予告なく変更することがあります。 
C.  ボディ寸法には、0.15mmを超えるモールド･フラッシュや突起は含まれません。 
D.  JEDEC MO-203 variationABに準拠 

注： 

DCK（R-PDSO-G6） PLASTIC SMALL-OUTLINE PACKAGE

メカニカル･データ
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A.  全ての線寸法の単位はミリメートルです。 
B.  図は予告なく変更することがあります。 
C.  中央の半田マスク定義パッドを変更しないように、回路基板組み立て図に注記を書き込んでください。 
D.  代替設計については、資料IPC-7351を推奨します。 
E.  レーザ切断開口部の壁面を台形にし、角に丸みを付けることで、ペーストの離れがよくなります。ステンシル設計要件については、基板組み立て 
  　拠点にお問い合わせください。例に示したステンシル設計は、50%容積のメタルロード半田ペーストに基づいています。ステンシルに関する他の 
  　推奨事項については、IPC-7525を参照してください。 

注： 

DCK（R-PDSO-G6）

ランド･パターン

(SBAS439)



IMPORTANT NOTICE 




